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千石荘の昆虫（2011 年度調査） 

 

岩崎 拓（貝塚市立自然遊学館） 

 

はじめに 

 貝塚市の中央部で唯一まとまった里山里地の景観が残されている千石荘一帯ではこれまでに、大

阪府レッドデータブック（大阪府、2000）で絶滅危惧Ⅱ類に指定されているネアカヨシヤンマとマ

ルタンヤンマ、準絶滅危惧に指定されているベニイトトンボ、ナニワトンボ、ネキトンボ、ヤスマ

ツアメンボ、要注目に指定されているクルマバッタをはじめ、貴重な昆虫の生息が確認されている

（岩崎、2012）。自然遊学館の記録では、昆虫以外にも、哺乳類 1 種、鳥類 10 種、淡水貝類 1 種、

植物 3種の大阪府レッドリスト種が確認されていて、和泉葛城山と並んで、貝塚市内では貴重な動

植物の生息場所になっている。千石荘では、2005 年と 2006 年に定期的な調査を行われてから（岩

崎、2006、2008）、しばらく期間があいたので、2011 年に調査を再開することにした。 

 

調査方法 

 貝塚市名越、橋本、および熊取町七山北にまたがる全長

約 1.2kmの周回コースを設定し（図 1）、2011 年 4 月から

12 月まで、月に 1回のペースで、合計 9回、雨の日を避け

て調査を行った。千石荘調査地は、メッシュコード（環境

庁、1997）が 51354299、標高は約 45～65ｍの間である。 

調査ルートは、千石荘ロータリー付近から雑木林に挟ま

れた西へ延びる道を抜け、水田地帯の中を南に下り、ボタ

ン池の北西辺の土手を通り、雑木林に入り、牛神池の東辺

を通過し、再びスタート地点へ戻るコース（図 1）を設定

した。そのコースを約 2時間かけて歩き、主に見取り法お

よび鳴き声の確認によって昆虫の記録をとった。また、植

物上に形成されたゴール（虫えい）に関しても、その形状

から寄生者の同定を行いリストに加えた。 

 

結果および考察 

4 月から 12月にかけての 9回の調査において、合計 11目 99科 249種の昆虫が確認された（表 1、

科や属レベルで同定を留めたものも 1種として数えた）。目ごとの種数は、トンボ目 13 種、バッタ

目 32 種、カマキリ目 4種、ゴキブリ目 2種、ナナフシ目 1種、カメムシ目 56 種、アミメカゲロウ

目 3種、コウチュウ目 46 種、ハエ目 30 種、チョウ目 35種（うちチョウ類 25 種）、ハチ目 27種で

あった（表 1）。以下、主な目の結果について、簡単な解説を行った。 

図１．千石荘における昆虫調査ルート
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表１－１．千石荘において2011年4月から12月にかけて確認された昆虫のリスト１

　　　　　　「○」印は成虫での確認、「△」印は幼虫での確認、「鳴」印は鳴き声での確認を、それぞれ示している。カマキリ目に関しては、個体数も示した。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

目 科 種 26日 18日 15日 14日 9日 22日 11日 9日 1日

トンボ目 カワトンボ科 ハグロトンボ Calopteryx atrata ○

アオイトトンボ科 アオイトトンボ Lestes sponsa ○ ○ ○

オオアオイトトンボ Lestes temporalis ○

イトトンボ科 キイトトンボ Ceriagrion melanurum ○

アオモンイトトンボ Ischnura senegalensis ○

トンボ科 シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum ○ ○ ○

オオシオカラトンボ Orthetrum triangulare melania ○ ○

ショウジョウトンボ Crocothemis servilia ○

アキアカネ Sympetrum frequens ○

ノシメトンボ Sympetrum infuscatum ○

コシアキトンボ Pseudothemis zonata ○ ○ ○ ○

ウスバキトンボ Rhyothemis fuliginosa ○ ○

チョウトンボ Pantala flavescens ○ ○

バッタ目 コロギス科 コロギス Prosopogryllacris japonica ○ △

ツユムシ科 ツユムシ Phaneroptera falcata ○

セスジツユムシ Ducetia japonica ○ ○

キリギリス科 クビキリギス Euconocephalus thunbergi ○ △

オナガササキリ Conocephalus gladiatus ○ ○ ○

ホシササキリ Conocephalus maculatus ○ ○ ○ ○

ウスイロササキリ Conocephalus chinensis ○ ○ ○ ○

ササキリ Conocephalus melaenus △ △ ○ ○

ヒメギス Metrioptera hime △

キリギリス Gampsocleis buergeri △ 鳴 鳴

ヤブキリ Tettigonia orientalis △ △ △ 鳴

ササキリモドキ科 ササキリモドキ亜科 gen. et sp. △ △

コオロギ科 ツヅレサセコオロギ Velarifictorus mikado 鳴

モリオカメコオロギ Loxoblemmus sylvestris ○ ○ ○

ハラオカメコオロギ Loxoblemmus campestris 鳴 鳴

エンマコオロギ Teleogryllus emma 鳴 ○ 鳴

マツムシ科 マツムシ Xenogryllus marmoratus 鳴

アオマツムシ Truljalia hibinonis 鳴 鳴

カンタン Oecanthus longicauda 鳴 ○

ヒロバネカンタン Oecanthus euryelytra 鳴

ヒバリモドキ科 クサヒバリ Svistella bifasciatum △ 鳴 ○ 鳴

キンヒバリ Natula matsuurai 鳴 鳴 鳴

カヤヒバリ Natula pallidula △ 鳴 鳴

マダラスズ Dianemobius nigrofascatus 鳴 鳴 鳴 鳴

シバスズ Polionemobius mikado 鳴 鳴

ウスグモスズ Metiochodes genji ○

カネタタキ科 カネタタキ Ornebius kanetataki △ 鳴 ○ 鳴 ○

バッタ科 ツチイナゴ Patanga japonica ○ ○ △○ △○ ○ ○

ショウリョウバッタ Acrida cinerea antennata △○ ○

クルマバッタモドキ Oedaleus infernalis △ ○

マダラバッタ Dianemobius nigrofascatus △○ ○ ○ ○

ヒシバッタ科 ヒシバッタ属 Tetrix sp. ○

カマキリ目 カマキリ科 オオカマキリ Tenodera aridifolia △1 △2 △18 △6 ♂2♀1 ♂1♀4 卵2

チョウセンカマキリ Tenodera angustipennis △5

ハラビロカマキリ Hierodula patellifera ♀1

コカマキリ Statilia maculata ♂1♀1

ゴキブリ目 チャバネゴキブリ科 モリチャバネゴキブリ Blattella nipponica ○ ○

ヒメクロゴキブリ Chorisoneura nigra △

ナナフシ目 ナナフシ科 ナナフシモドキ Baculum irregulariterdentatum △ △

カメムシ目 セミ科 ニイニイゼミ Platypleura kaempferi 鳴 鳴

アブラゼミ Graptopsaltria nigrofuscata 鳴 鳴

クマゼミ Cryptotympana fascialis 鳴

ミンミンゼミ Oncotympana maculaticollis 鳴

ツクツクボウシ Meimuna opalifera 鳴 鳴

アワフキムシ科 ハマベアワフキ Aphrophora maritima ○

シロオビアワフキ Aphrophora intermedia ○ ○

コガシラアワフキ科 コガシラアワフキ Euscartopsis assimilis ○

ヨコバイ科 オオヨコバイ Cicadella viridis ○ ○ ○ ○

ツマグロオオヨコバイ Bothrogonia ferruginea ○ ○

クワキヨコバイ属 Pagaronia sp. △ ○ ○ ○

ツマグロヨコバイ Nephotettix cincticeps ○

タケナガヨコバイ Bambusana bambusae ○

オビヒメヨコバイ Naratettix zonatus ○

ヒシウンカ科 - gen. et sp. ○

ウンカ科 ヒメトビウンカ Laodelphax striatella ○ ○

グンバイウンカ科 ミドリグンバイウンカ Kallitaxilla sinica ○ ○

アオバハゴロモ科 アオバハゴロモ Geisha distinctissima ○ ○

ハゴロモ科 ベッコウハゴロモ Orosanga japonicus ○ ○

キジラミ科 ベニキジラミ Psylla coccinea ○

トガリキジラミ科 ニッケイトガリキジラミ Trioza cinnamoni ゴール

クストガリキジラミ Trioza camphorae ゴール

アブラムシ科 ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳﾋｹﾞﾅｶﾞｱﾌﾞﾗﾑｼ Uroleucon nigrotuberculatum ○ ○

ハゼアブラムシ Toxoptera odinae △○ ○ ○

ヤノクチナガオオアブラムシ Stomaphis yanonis △ ○ ○ ○ △○ ○

エノキワタアブラムシ Shivaphis celti ○ ○

ミカンミドリアブラムシ Aphis spiraecola ○

ヌルデシロアブラムシ Schlechtendalia chinensis ○

サシガメ科 ヨコヅナサシガメ Agriosphodrus dohrni ○

シマサシガメ Sphedanolestes impressicollis ○

カスミカメムシ科 クロヒョウタンカスミカメ Pilophorus typicus ○ ○

ズアカシダカスミカメ Monalocoris filicis ○
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表１－２．千石荘において2011年4月から12月にかけて確認された昆虫のリスト２

　　　　　　「○」印は成虫での確認、「△」印は幼虫での確認を、それぞれ示している。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

目 科 種 26日 18日 15日 14日 9日 22日 11日 9日 1日

カメムシ目 カスミカメムシ科 コブヒゲカスミカメ Harpocera orientalis ○

クヌギトビカスミカメ Psallus bagjonicus ○

ヒメセダカカスミカメ Charagochilus gyllenhalii ○ ○

アカスジカスミカメ Stenotus rubrovittatus ○ ○ ○ ○

ウスモンミドリカスミカメ Taylorilygus pallidulus ○ ○

ホソミドリカスミカメ属 Trigonotylus sp. ○

グンバイムシ科 アワダチソウグンバイ Corythucha marmorata ○ ○ ○

ヘクソカズラグンバイ Dulinius conchatus ○ ○

ナシグンバイ Stephanitis nashi ○ ○

ツノカメムシ科 アオモンツノカメムシ Dichobothrium nubilum ○

カメムシ科 シラホシカメムシ Eysarcoris ventralis ○

マルカメムシ科 マルカメムシ Megacopta punctatissima ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

イトカメムシ科 イトカメムシ Yemma exilis ○

ナガカメムシ科 Nysius属 Nysius sp. ○

ヒメオオメカメムシ Geocoris proteus ○

オオメカメムシ Piocoris varius ○ ○ ○

コバネヒョウタンナガカメムシ Togo hemipterus ○ ○

ホソコバネナガカメムシ Macropes obnubilus ○ ○

メダカナガカメムシ科 メダカナガカメムシ Chauliops fallax ○ ○ ○

オオホシカメムシ科 オオホシカメムシ Physopelta gutta ○

ホソヘリカメムシ科 クモヘリカメムシ Leptocorisa chinensis ○

ホソヘリカメムシ Riptortus clavatus △

ヒメクモヘリカメムシ Paraplesius unicolor ○ ○

ヘリカメムシ科 ホシハラビロヘリカメムシ Homoeocerus unipunctatus ○ ○ △○ ○ ○ ○ ○

アミメカゲロウ目 クサカゲロウ科 ヨツボシクサカゲロウ Chrysopa pallens ○

ヒメカゲロウ科 ホソバヒメカゲロウ Micromus multipunctatus ○

ラクダムシ科 ラクダムシ Inocellia japonica ○

コウチュウ目 ハンミョウ科 コハンミョウ Cicindela specularis ○

オサムシ科 セアカヒラタゴミムシ Dolichus halensis ○

アトボシアオゴミムシ Chlaenius naeviger ○

ハネカクシ科 アオバアリガタハネカクシ Paederus fuscipes ○

クワガタムシ科 コクワガタ Macrodorcus recta ○ ○

コガネムシ科 ビロウドコガネ Maladera japonica ○

コイチャコガネ Adoretus tenuimaculatus ○

マメコガネ Popillia japonica ○ ○

セマダラコガネ Blitopertha orientalis ○

カナブン Rhomborrhina japonica ○ ○

コアオハナムグリ Oxycetonia jucunda ○ ○ ○ ○

タマムシ科 クズノチビタマムシ Trachys auricollis ○

ダンダラチビタマムシ Trachys variolaris ○

ナミガタチビタマムシ Trachys griseofasciata ○

ヒシモンナガタマムシ Agrilus discalis ○

ナガタマムシ属 Agrilus sp. ○ ○

コメツキムシ科 アカアシオオクシコメツキ Melanotus cete ○ ○

クロクシコメツキ Melanotus senilis ○

ジョウカイボン科 ジョウカイボン Athemus suturellus ○

ニセキベリコバネジョウカイ Trypherus mutilatus ○

カツオブシムシ科 カマキリタマゴカツオブシムシ Thaumaglossa rufocapillata △

ケシキスイ科 ヨツボシケシキスイ Librodor japonicus ○

テントウムシ科 コクロヒメテントウ Scymnus posticalis ○ ○ ○

ナナホシテントウ Coccinella septempunctata ○

ヒメカメノコテントウ Propylea japonica ○ ○

ニジュウヤホシテントウ Epilachna vigintioctopunctata ○

ゴミムシダマシ科 キマワリ Plesiophthalmus nigrocyaneus ○ ○

カミキリモドキ科 モモブトカミキリモドキ Oedemeronia lucidicollis ○

カミキリムシ科 キクスイカミキリ Phytoecia rufiventris ○

ヒメクロトラカミキリ Rhaphuma diminuta ○

ゴマダラカミキリ Anoplophora malasiaca ○

ハムシ科 トホシクビボソハムシ Lema decempunctata ○

ヤマイモハムシ Lema honorata ○

クロオビカサハラハムシ Hyperaxis fasciata ○ ○ ○

カサハラハムシ Demotina modesta ○ ○ ○

ヒメキバネサルハムシ Pagria signata ○

クロウリハムシ Aulacophora nigripennis ○ ○ ○ ○ ○

ウリハムシ Auracophora femoralis ○

ルリナガスネトビハムシ Psylliodes brettinghami ○

ヒメジンガサハムシ Cassida fuscorufa ○

オトシブミ科 ヒメクロオトシブミ Apoderus erythrogaster ○

ゾウムシ科 カシワクチブトゾウムシ Myllocerus griseus ○

トゲハラヒラセクモゾウムシ Metialma cordata ○

オジロアシナガゾウムシ Mesalcidodes trifidus ○ ○ ○

チビシギゾウムシ属 Curculio sp. ○

カシワノミゾウムシ Rhynchaenus japonicus ○

ハエ目 キノコバエ科 - gen. et sp. ○

ガガンボ科 キリウジガガンボ Tipula aino ○ ○

タマバエ科 ヨモギワタタマバエ Rhopalomyia giraldii ゴール ゴール

エノキトガリタマバエ Celticecis japonica ゴール

カ科 ヒトスジシマカ Aedes albopictus ○

ユスリカ科 オオユスリカ Chironomus plumosus ○ ○

－ gen. et spp. ○ ○ ○

ミズアブ科 ハラキンミズアブ Microchrysa flaviventris ○ ○

Actina属 Actina  sp. ○

シギアブ科 キアシキンシギアブ Chrysopilus ditissimis ○

ムシヒキアブ科 アオメムシヒキ Cophinopoda chinensis ○  
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表１－３．千石荘において2011年4月から12月にかけて確認された昆虫のリスト３

　　　　　　「○」印は成虫での確認、「△」印は幼虫での確認を、それぞれ示している。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

目 科 種 26日 18日 15日 14日 9日 22日 11日 9日 1日

ハエ目 アシナガバエ科 マダラアシナガバエ Psilopus nebulosus ○

ハナアブ科 ホソヒラタアブ Episyrphus balteatus ○ ○ ○

ホソヒメヒラタアブ Sphaerophoria macrogaster ○ ○ ○

タカサゴハラブトハナアブ Mallota takasagensis ○

ハチモドキハナアブ Monoceromyia pleuralis ○ ○

アシブトハナアブ Helophilus virgatus ○ ○ ○

オオハナアブ Phytomia zonata ○

シマハナアブ Eristalis cerealis ○

ツマグロコシボソハナアブ Allobaccha apicalis ○

クロヒラタアブ属 Betasyrphus sp. ○

アシナガヤセバエ科 ホシアシナガヤセバエ Stypocladius appendiculatus ○

ミバエ科 ハルササハマダラミバエ Paragastrozona japonica ○

ヒラヤマアミメケブカミバエ Campiglossa hirayamae ○

ネッタイヒメクロミバエ Spathulina acroleuca ○

シマバエ科 ヤブクロシマバエ Minettia longipennis ○

ヤチバエ科 ヒゲナガヤチバエ Sepedon aenescens ○ ○

クロバエ科 ツマグロキンバエ Stomorhina obsoleta ○ ○

Lucilia属 Lucilia  sp. ○ ○

ヤドリバエ科 カマキリヤドリバエ Exorista bisetosa 卵

チョウ目 アゲハチョウ科 ナミアゲハ Papilio xuthus ○ ○ ○ ○ ○

クロアゲハ Papilio protenor demetrius ○ ○

ナガサキアゲハ Papilio memnon thunbergii ○ ○ ○

アオスジアゲハ Graphium sarpedon nipponum ○ ○ ○ ○

シロチョウ科 キチョウ （キタキチョウ） Eurema mandarina ○ ○ ○ ○ ○

モンキチョウ Colias erate poliographus ○ ○

ツマキチョウ Anthocharis scolymus ○

モンシロチョウ Pieris rapae crucivora ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

タテハチョウ科 ヒメウラナミジャノメ Ypthima argus ○ ○ ○ ○ ○

ヒカゲチョウ Lethe sicelis ○ ○ ○

サトキマダラヒカゲ Neope goschkevitschii ○ ○ ○ ○

クロヒカゲ Lethe diana diana ○ ○

ヒメジャノメ Mycalesis gotama fulginia ○ ○

クロコノマチョウ Melanitis phedima ○ △○ ○

ツマグロヒョウモン Argyreus hyperbius hyperbius ○ ○

アサマイチモンジ Ladoga glorifica ○

コミスジ Neptis sappho intermedia ○ ○ ○ ○ ○

ゴマダラチョウ Hestina japonica ○

テングチョウ Libythea celtis celtoides ○

シジミチョウ科 ウラギンシジミ Curetis acuta paracuta ○ ○

ベニシジミ Lycaena phlaeas daimio ○

ヤマトシジミ Zizeeria maha argia ○ ○ ○

ツバメシジミ Everes argiades hellotia ○ ○ ○

セセリチョウ科 イチモンジセセリ Parnara guttata guttata ○ ○ ○ ○

チャバネセセリ Pelopidas mathias oberthueri ○ ○ ○

ミノガ科 キノコヒモミノガ - 蓑 蓑

ツトガ科 シロオビノメイガ Hymenia recurvalis ○ ○ ○

モンキクロノメイガ Herpetogramma luctuosalis zelleri ○

ツバメガ科 マルバネフタオ  Monobolodes prunaria ○

カレハガ科 タケカレハ Euthrix albomaculata directa 卵

ドクガ科 マイマイガ Lymantria dispar △

ゴマフリドクガ Euproctis pulverea △

カノコガ科 カノコガ Amata fortunei ○

ヤガ科 ウンモンクチバ属 Mocis  sp. ○

フクラスズメ Arcte coerula △ △

ハチ目 ミフシハバチ科 アカスジチュウレンジ Arge nigrinodosa ○

ハバチ科 セグロカブラハバチ Athalia infumata ○ ○

ベッコウバチ科 ベッコウバチ Cyphononyx dorsalis ○

ツチバチ科 キンケハラナガツチバチ Campsomeris prismatica ○ ○

スズメバチ科 キボシアシナガバチ Polistes mandarinus ○

セグロアシナガバチ Polistes jadwigae jadwigae ○ ○ ○

オオスズメバチ Vespa mandarinia japonica ○ ○ ○ ○

スズバチ Oreumenes decoratus ○

アリ科 ヒメアリ Monomorium intrudens ○ ○ ○ ○

キイロシリアゲアリ Crematogaster osakaensis ○ ○ ○ ○

ハリブトシリアゲアリ Crematogaster matsumurai ○ ○ ○

ムネボソアリ Leptothorax congruus ○ ○ ○ ○ ○

アミメアリ Pristomyrmex pungens ○ ○ ○ ○ ○ ○

トビイロシワアリ Tetramorium tsushimae ○

ルリアリ Ochetellus itoi ○ ○ ○ ○ ○

クサアリモドキ Lasius spathepus ○ ○ ○

ミカドオオアリ Camponotus kiusiuensis ○

ウメマツオオアリ Camponotus tokioensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クロヤマアリ Formica japonica ○

トビイロケアリ Lasius japonicus ○ ○ ○ ○ ○

アメイロアリ Paratrechina flavipes ○ ○ ○ ○

アナバチ科 ミカドジガバチ Ammophila aemulans ○

ヒメハナバチ科 ヒメハナバチ属 Andrena sp. ○ ○

コシブトハナバチ科 クマバチ Xylocopa appendiculata ○ ○

シロスジヒゲナガハナバチ Tetralonia nipponensis ○

ミツバチ科 ニホンミツバチ Apis cerana ○ ○

セイヨウミツバチ Apis mellifera ○
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トンボ目 

千石荘ではこれまでに、大阪府レッドデータブックの指定種として、絶滅危惧Ⅱ種のマルタンヤ

ンマ、ネアカヨシヤンマ、準絶滅危惧のベニイトトンボ、ナニワトンボ、ネキトンボが確認されて

きたが（岩崎、2012）、今回の調査ではいずれも確認されなかった。全国的に減少傾向にあると言

われるアキアカネ（図 2）は、2005 年と 2006 年の調査に引き続き確認された。 

 

バッタ目 

 大阪府レッドデータブックで要注目種に指定されているクルマバッタは、石井ほか（1997）では、

「多数目撃され、この環境が安定して保たれていることが示唆された」と報告されているが、2005

年と 2006 年の調査では確認されず、今回の調査でも確認されなかった。同じく草原的な環境を代

表するショウリョウバッタモドキも、2006 年と今回の調査では確認されなかった。2006 年の調査

結果から考察されたように、二次林の遷移、畦の整備、ため池の改修工事のために開けた草原が減

少することによって、両種とも減少してしまったものと考えられる。秋の鳴く虫の代表であるマツ

ムシとカンタン（図 3）は、2005 年、2006 年に引き続き確認された。ウスグモスズは貝塚市内では

これまで二色の市民の森公園だけで確認されていたが、今回、千石荘でも確認された。 

 

カメムシ目 

 4 月 26 日、エノキの樹幹にトビイロケアリの蟻道を見つけ、それの一部を壊すと、ヤノクチナガ

オオアブラムシが共生していた（図 4）。その後の調査でも確認され続けている。和名の通り口吻が

きわめて長い種で、固いサクラの樹皮からでも吸汁でき、それが出す甘露はトビイロケアリにとっ

ては餌の供給源になっている。反対に、アブラムシの側から見れば、トビイロケアリの蟻道の覆い

によって、外界から見えないように保護されていることになる。自然遊学館に標本がなかった種で

あるが、貝塚市内の他の場所でもアリが樹幹につくる蟻道内を探せば、見つかるかもしれない。 

 

アミメカゲロウ目 

 貝塚市内でこれまで蕎原でしか確認されていなかったラクダムシが 5 月 18 日の調査で確認され

た（図 5）。自然遊学館の貝塚産標本としては 2個体目となった。 

 

コウチュウ目 

 2005 年と 2006 年に確認されていたヒラタクワガタとカブトムシは、今回の調査では確認できな

かった。8月 9 日に確認されたコハンミョウ（図 6）は、1992 年の同所での標本があるだけで、自

然遊学館の貝塚産標本として 2個体目となった。 

 

ハエ目 

 キアシキンシギアブ（図 7）とハチモドキハナアブ（図 8）は、これまで通りに安定して生息し

ていた。ハナアブ科のタカサゴハラブトハナアブとツマグロコシボソハナアブは、自然遊学館にこ
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れまで標本がなかった種である。 

 

チョウ目 

チョウ類 25 種、ガ類 10種が確認された。11月 9日、サクラの樹幹に生えたハカワラタケにガ類

の細長い蓑がぶら下がっているのを見つけ、後に、杉本（2009）の検索表により、ミノガ科のキノ

コヒモミノガの蓑であることが判明した。 

 

   

         図 2．アキアカネ                   図 3．カンタン           図 4．ヤノクチナガオオアブラムシ 

             2011.11.9                          2011.10.11                     2011.7.14 
 

       

        図 5．ラクダムシ                図 6．コハンミョウ            図 7．キアシキンシギアブ  

              2011.5.18              2011.8.9              2011.5.18 
 

   

      図 8．ハチモドキハナアブ        図 9．キノコヒモミノガ         図 10．ミカドジガバチ  

               2011.7.14               2011.11.9             2011.8.9 

 

考察 

 今回の調査で印象に残ったことは、トビイロケアリの蟻道の中で共生していたヤノクチナガオオ

アブラムシや、細長い蓑をつくるキノコヒモミノガなど、千石荘にはまだまだ自分が知らない変わ

った虫が生息していることが分かったことである。ただ、2005 年と 2006 年の月 3 回に比べて月 1
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回に調査回数を減らしたことで、調査日以外では当地でカブトムシやヒラタクワガタを確認してい

るのに、定期調査の記録としては、両種の記録が途切れてしまった。表 2は、大阪府レッドデータ

ブックの指定種、および主に里山を代表する種の記録を、これまでの調査と比較したものである。

上記の各目の記述とともに、調査努力が異なることも考慮に入れて、ご覧いただきたい（2005 年調

査：4月から 11月まで 22 回；2006 年調査：4月から 11 月まで 24 回）。 

 

表２．千石荘において、1996年、2005年、2006年、および2011年に行われた調査で確認された大阪府レッドリスト種および注目種

項目 目 科 種 1) 学名 1996年 2) 2005年 2006年 2011年

大阪府レッドリスト種 トンボ目 イトトンボ科 ベニイトトンボ （準） Ceriagrion nipponicum ○ ○

トンボ科 ナニワトンボ （準） Sympetrum gracile ○ ○

バッタ目 バッタ科 クルマバッタ （要） Gastrimargus marmoratus ○

注目種 トンボ目 トンボ科 アキアカネ Sympetrum frequens ○ ○ ○

バッタ目 マツムシ科 マツムシ Xenogryllus marmoratus ○ ○ ○ ○

カンタン Oecanthus longicauda ○ ○ ○

バッタ科 ショウリョウバッタモドキ Gonista bicolor ○ ○

カマキリ目 ヒメカマキリ科 サツマヒメカマキリ Acromantis australis ○

カメムシ目 キンカメムシ科 オオキンカメムシ Eucorysses grandis ○

アミメカゲロウ目 クサカゲロウ科 アミメクサカゲロウ Nacaura matsumurae ○ ○

ラクダムシ科 ラクダムシ Inocellia japonica ○

コウチュウ目 ハンミョウ科 コハンミョウ Cicindela specularis ○

クワガタムシ科 ヒラタクワガタ Serrognathus platymelus ○ ○ ○

コガネムシ科 カブトムシ Allomyrina dichotoma ○ ○ ○

ハエ目 ハナアブ科 ハチモドキハナアブ Monoceromyia pleuralis ○ ○ ○

チョウ目 シロチョウ科 ツマキチョウ Anthocharis scolymus ○ ○ ○

シジミチョウ科 ミズイロオナガシジミ Antigius attilia ○

ハチ目 コシブトハナバチ科 ニッポンヒゲナガハナバチ Tetralonia nipponensis ○

ミツバチ科 ニホンミツバチ Apis cerana ○

　1) 和名の後の（準）および（要）はそれぞれ、大阪府レッドデータブック（大阪府、2000）における準絶滅危惧、および要注目であることを示している。

　2) 石井ほか（1997）より。  
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付図 

毎月の調査後すぐに、自然遊学館の玄関横の掲示板に、調査結果を速報として貼りだした。それ

らを付図として掲載した。 



 12 

2011年4月26日 天候：くもり 調査者1名

コナラやアベマキの新葉が開いてきました。クサイチゴの白い花が目立ちます。

サルトリイバラの小さい花もよく見ると可憐だったりします。昼間なのにクビキリ

ギスが鳴いていて、完全に春になったと感じました。

チョウ目 チョウ類5種

キチョウ、ツマキチョウ、モンシロチョウ、テングチョウ、ツバメシジミの5種

を確認しました。この中ではデングチョグが多く、その他はちらほらという感じ

でした。昨年の12月以来の久々の調査で、撮影の勘がにぶっていて、良い写真が

撮れませんでした。

バッタ目など

クビキリギス、ヤブキリ幼虫、カヤヒバリ幼虫、ツチイナゴ、オオカマキリ幼

虫、ナナフシモドキ幼虫を確認しました。クビキリギスとツチイナゴは成虫で冬

を越したものです。カヤヒバリは成虫になっても形態だけではキンヒバリと区別

がつきません。遊学館で飼育して、6月15日に成虫になり、鳴き声でカヤヒバリ

だと同定できました。言葉で表現するのは難しいですが、キンヒバリの方が連続

音の部分が長いので（美声なので）、区別することができます。

「千石荘」昆虫調査速報（2011年4月）

カメムシ目

右の写真はクスノキハクボミフシという「虫こぶ」です。

この名前は虫こぶ（ゴール）の名前です。クストガリキジ

ラミ（←虫自体の名前）がクスノキの葉につくる虫こぶで

す。虫こぶの名前はたいてい、植物名＋植物の部位＋虫こ

ぶの形＋フシという順序になっています。ニッケイハミャ

クイボフシという虫こぶも採集しました。

サルトリイバラクサイチゴ雑木林の景観

クスノキハクボミフシ

 

2011年5月18日 天候：はれ 調査者1名

先月に花を咲かせていたクサイチゴには、もう赤い実が成っていました。セイタ

カアワダチソウ、ヨモギ、オオブタクサの丈が高くなり、クズやヤブガラシなどの

蔓も伸び出しました。花で目立つのはノイバラとハリエンジュの白い花です。

牛神池では外来種のエフクレタヌキモの黄色い花が目立つようになってきました。

チョウ目 チョウ類11種

ナミアゲハ、クロアゲハ、ナガサキアゲハ、アオスジアゲハ、モンキチョウ、

モンシロチョウ、ヒメウラナミジャノメ、サトキマダラヒカゲ、クロヒカゲ、

クロコノマチョウ、コミスジの11種を確認しました。4月の5種から種数がほぼ

倍になりました。20年前は珍しかったナガサキアゲハも普通種になりました。

アミメカゲロウ目

ラクダムシ、ヨツボシクサカゲロウなどを確認しました。

ラクダムシは右の写真のように、やや風変わりな外見を

しています。遊学館所蔵の標本はこれまで、蕎原の1個体

だけでしたが、千石荘にもいることが分かりました。

バッタ目など

キンヒバリとカヤヒバリの鳴き声を聞きました。鳴いているからには翅がある

ということで成虫なのです。春に鳴く虫もいるのです。でもジーーーとうるさく

鳴くクビキリギスと違って、この2種の鳴き声はか細いものです。その他、

ヤブキリ、オオカマキリ、ヒメクロゴキブリの幼虫を確認しました。

ラクダムシ

「千石荘」昆虫調査速報（2011年5月）

カメムシ目など

4月に紹介したアリの巣にすむヤノクチナガオオアブラムシは成虫になってい

ました。といっても体サイズが変わっただけですが。多くのホソコバネナガカメ

ムシが腹部の突起をネザサの葉に打ち付けて、かすかな音を出していました。

ハエ目、その他

金ピカのハエ、キアシキンシギアブは千石荘では普通種

です。その他、遊学館に標本がないものとして、トゲハラ

ヒラセクモゾウムシ、ナミガタチビタマムシ、シロスジヒ

ゲナガハナバチなどを採集しました。 キアシキンシギアブ  

 

2011年6月15日 天候：くもり／はれ 調査者1名

ドクダミとヒメジョオンの白い花が目立ちます。水田では田植えが始まりました。

昆虫が増えたので、それを狙うカナヘビやササグモが葉上に目立ちます。虫の世界

も大変ですが、虫に食われる植物の世界も大変です。セイタカアワダチソウでもア

ブラムシとグンバイムシに汁液を吸われて成長がとまった株もあります。

チョウ目 チョウ類12種

ナミアゲハ、アオスジアゲハ、キチョウ、モンキチョウ、モンシロチョウ、

ヒメウラナミジャノメ、サトキマダラヒカゲ、ヒメジャノメ、ツマグロヒョウモン、

コミスジ、アサマイチモンジ、ツバメシジミの12種を確認しました。

バッタ目

5月と同じくキンヒバリとカヤヒバリの鳴き声を聞きま

した。コロギスの写真を撮ることができました。これらは

いずれも幼虫で冬を越します。卵で冬を越したヤブキリ、

ヒメギス、キリギリスはまだ幼虫でした。

カマキリ目など

オオカマキリの幼虫とチョウセンカマキリの幼虫を確

認しました。オオカマキリの幼虫18個体のうち2個体に

カマキリヤドリバエという寄生バエの卵が産み付けられ

ていました。

コロギス

「千石荘」昆虫調査速報（2011年6月）

オオカマキリ幼虫

ヤドリバエの卵

ハチ目・ハエ目

右の写真はアカスジチュウレンジです。幼虫はバラ類

の葉を食べます。その他、ハチ目ではアリ類を7種確認

しました。ハエ目では、遊学館に標本がなかったツマグ

ロコシボソハナアブを採集しました。 アカスジチュウレンジ

カメムシ目

冒頭でのべたアブラムシはセイタカアワダチソウヒゲ

ナガアブラムシです。身近な虫では一番名前が長いで

しょう。これは茎に付き、アワダチソウグンバイは葉か

ら汁液を吸います。セイタカアワダチソウも大変です。

セイタカアワダチソウ
ヒゲナガアブラムシ

 

付図１（左上）．千石荘昆虫調査速報（2011 年 4 月） 

付図２（右上）．千石荘昆虫調査速報（2011 年 5 月） 

付図３（左下）．千石荘昆虫調査速報（2011 年 6 月） 
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チョウ目 チョウ類11種

ナミアゲハ、ナガサキアゲハ、アオスジアゲハ、キチョウ、モンシロチョウ、

ヒメウラナミジャノメ、クロヒカゲ、ヒカゲチョウ、コミスジ、ヤマトシジミ、

イチモンジセセリの11種を確認しました。

ハエ目

樹液の出るクヌギの周りをハチモドキハナアブが飛んで

いました。姿もそうですが飛び方もハチの仲間をまねして

いるようです。クヌギの幹表面にこの種と思われる蛹がい

くつか付いていたので採集し、現在飼育中です。

2011年7月14日 天候：はれ 調査者1名

正午の日陰の気温が36.0℃と暑い季節になりました。ニイニイゼミとアブラゼ

ミの鳴き声が聞こえます。キリギリスとヤブキリも成虫になり鳴き始めました。虫

たちは元気に活動し、自分は夏バテで体力が落ちていく一方なので、ますます写真

が撮りにくくなりました。

ハチモドキハナアブ

「千石荘」昆虫調査速報（2011年7月）

バッタ目など

バッタ目は、例えばマダラバッタ、ショウリョウバッタ、ウスイロササキリなど、

成虫で確認される種が増えてきました。カマキリ目はオオカマキリの幼虫だけ、

ゴキブリ目はモリチャバネゴキブリだけが確認されました。炎天下で飛びはねる

バッタの写真を撮るのは、とても無理でした。

カメムシ目

セミの2種を含む19種が確認され、目別では最多の種

数です。右の写真はこれまで遊学館に標本がなかったミ

カンミドリアブラムシです。ミカンの害虫ですが、その

他のいろいろな植物に付き、今回はトベラにいました。
ミカンミドリアブラムシ

キイトトンボ

トンボ目

8種のトンボを確認しました。そのうち6種はトンボ科

に属します。水田の上空ではウスバキトンボがやや群れ

ていました。牛神池では右の写真のキイトトンボやチョ

ウトンボが飛んでいました。

チョウ目 チョウ類13種

ナミアゲハ、クロアゲハ、ナガサキアゲハ、アオスジアゲハ、モンシロチョウ、

キチョウ、ヒメウラナミジャノメ、サトキマダラヒカゲ、コミスジ、ベニシジミ、

ウラギンシジミ、ヤマトシジミ、イチモンジセセリの13種を確認しました。

バッタ目など

鳴き声を聞いたのはキリギリスだけです。クルマバッタ

モドキやマダラバッタ、あるいはサトクダマキモドキなど

の「春にふ化して秋に成虫になる」種が続々と成虫になっ

てきました。

ウスグモスズという小さなコオロギはこれまで市内で、

市民の森公園でしか採集されていませんでしたが、今回、

千石荘でも確認することができました。

カマキリ目はまったく見ませんでした。成虫になる前に

は姿を見かけなくなる時期があります。

2011年8月9日 天候：はれ 調査者1名

正午の日陰の気温が35℃で、地面の温度は50℃を超えています。そんな中、温

度計の横を通り過ぎて行くムネボソアリを見て、アリはさすがに働き者の代名詞だ

けのことはあるなと感心しました。セミは、クマゼミ、アブラゼミ、ニイニイゼミ

に加えて、1匹だけミンミンゼミが鳴いていました。

クルマバッタモドキ

「千石荘」昆虫調査速報（2011年8月）

コウチュウ目

コハンミョウは1992年以来の確認となりました。図

鑑には「平地の普通種」と書いてありますが、なかなか

お目にかかりません。クヌギの樹液にはコクワガタやカ

ナブン、シロテンハナムグリが来ていました。

ミカドジガバチ

ハチ目

右のミカドジガバチは体長29mmでした。大きなアゴ

でチョウやガの幼虫を狩ります。狩るのは自分の子ども

たちのためです。普通種ですが、遊学館には標本があり

ませんでした。

サトクダマキモドキ

コハンミョウ

 

 

チョウ目 チョウ類9種

ヒメウラナミジャノメ、ヒカゲチョウ、サトキマダラヒ

カゲ、コミスジ、ゴマダラチョウ、ウラギンシジミ、ヤマ

トシジミ、イチモンジセセリ、チャバネセセリの9種を確

認しました。ガでは前翅を丸めて止まっていたマルバネフ

タオが自然遊学館に標本がない種でしたが、撮影後に逃げ

られてしまいました。

バッタ目など

バッタ目は19種が確認され、全種数の約3分の1を占め

ました。そのうち鳴き声だけで確認できたのは10種でし

た。林縁に棲むクサヒバリは鳴き声が美しく、姿も繊細な

感じがします。千石荘ではカンタンとヒロバネカンタンが

共に生息しています。カンタンの方が鳴き声が連続的で、

美しく聞こえます。

2011年9月22日 天候：はれ 調査者1名

涼しくなり、鳴いているセミはツクツクボウシの一種だけになりました。鳴く虫

のメンバーはバッタ目が中心に代わり、マツムシ、クサヒバリ、カンタン、カネタ

タキ、エンマコオロギ、ツヅレサセコオロギなどが鳴き始めました。

「千石荘」昆虫調査速報（2011年9月）

ハエ目

ヤブガラシ、タンキリマメ、ヤブマメ、アレチヌスビ

トハギ、ツユクサなどの花が目立ち、ハチに交じって小

さなハエたちも来ています。でもほとんど種名が分かり

ません。やっと分かったのはヤブクロシマバエでした。

オオスズメバチ

ハチ目

先に述べたようにハナバチ類の活動が目立ちます

が、雑木林の樹液にはオオスズメバチが集まってい

ます。繁殖シーズンの秋には、彼女たち（働きバ

チ）の気が立っているので、なるべく近づかないよ

うにしてください。

クサヒバリ

マルバネフタオ

ヤブクロシマバエ

 

付図４（左上）．千石荘昆虫調査速報（2011 年 7 月） 

付図５（右上）．千石荘昆虫調査速報（2011 年 8 月） 

付図６（左下）．千石荘昆虫調査速報（2011 年 9 月） 
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チョウ目 チョウ類9種

ナミアゲハ、キチョウ、モンシロチョウ、クロコノマ

チョウ、ヒカゲチョウ、ヒメジャノメ、ツマグロヒョウモ

ン、ウラギンシジミ、チャバネセセリの9種を確認しまし

た。成虫で越冬するクロコノマチョウは成虫が出現してい

ましたが、まだ幼虫でいるものもいました。幼虫は一度お

ぼえると忘れられない顔をしています。

バッタ目

バッタ目は16種が確認され、全種数の約3分の1を占め

ました。美声のカンタンがクズの葉の破れた場所から頭を

出し、翅を立てて鳴いていました。たまたまいた場所とい

うのではなく、こういう場所が好きなのです。クサヒバリ

の美しい声も樹上から聞こえます。

2011年10月11日 天候：くもり／はれ 調査者1名

水田の一部では稲刈りが始まりました。草むらではススキの穂が美しく、秋も半

ばにさしかかりました。コオロギやキリギリスの仲間の鳴く虫たちも昼間から鳴く

ようになりました。セイタカアワダチソウの黄色い花には、たくさんのハエやハチ

が集まっています。

「千石荘」昆虫調査速報（2011年10月）

カメムシ目

ヌルデの一部の枝に「虫こぶ」ができていました。ヌ

ルデシロアブラムシがヌルデにつくる虫こぶの名前を

「ヌルデミミフシ」といいます。ハゼアブラムシはアミ

メアリと、ヤノクチナガオオアブラムシはトビイロケア

リと一緒にいて、組み合わせがあるようです。

コクワガタ

コウチュウ目

コクワガタがクヌギの樹液に来ていました。この時期

に栄養をたくわえて、冬を越します。オオスズメバチが

さかんに写真撮影の邪魔をしにきます。この時期の樹液

まわりの撮影は大変です。

カンタン

クロコノマチョウ幼虫

ヌルデミミフシ

 

チョウ目 チョウ類4種

モンシロチョウ、クロコノマチョウ、イチモンジセセリ、

チャバネセセリの4種を確認しました。先月、幼虫の顔を

紹介したクロコノマチョウの成虫を撮影することができま

した。夏型は黒っぽい色をしていますが、この時期に出現

する秋型はやや明るい色をしていて、模様がはっきりと見

えます。このまま成虫で越冬します。

トンボ目

トンボ目はアキアカネのみ確認できました。全国的に減

少していると言われるアキアカネですが、千石荘では見る

ことができます。春に羽化して、夏にどこかの高所に行き、

秋に千石荘に来るのです。当日も稲刈り後の水田に、アキ

アカネが産卵に好きそうな水たまりが残っていました。

2011年11月9日 天候：はれ 調査者1名

稲刈りが終わりました。稲刈りは水田周辺にすむ昆虫にとっても一大イベントで、

水田のイネの間にすんでいた昆虫たちは、いっせいに畦の草むらに移動しなくては

いけなくなります。

「千石荘」昆虫調査速報（2011年11月）

カマキリ目・バッタ目

カマキリ目はオオカマキリの卵嚢だけを確認しました。

バッタ目は7種で、先月の16種から半減しました。そん

な中で、クサヒバリの澄んだ鳴き声だけは樹上から響い

てきます。響き渡るといった表現の方がふさわしいくら

いでした。

アキアカネ

クロコノマチョウ

オオカマキリ卵嚢

チョウ目 ガ類2種

左の写真はフクラスズメの幼虫

です。頭はどちらでしょうか。右

の写真は、ハカワラタケというキ

ノコに付いていた「巣」です。何

というガかは分かりません。 ？フクラスズメ幼虫

 

 

バッタ目

鳴き声が聞こえるのは、カネタタキだけになりました。

クヌギの樹洞にいたオス成虫の写真を撮ることができまし

た。その他、マダラスズ、セスジツユムシ、ウスイロササ

キリ、ツチイナゴを確認しました。ツチイナゴだけは成虫

で冬を越しますが、その他は厳しい冬を迎える前に死ぬ運

命にあります。

カメムシ目

小さなカメムシたちも水田脇の草むらに割りに多くいま

した。オオヨコバイやアカスジカスミカメはやや知られた

存在ですが、ウスモンミドリカスミカメの名前はあまり知

られていません。それは似た種類がいくつかいて、種類を

調べるのが難しいからです。口吻が長いのが特徴です。

2011年12月1日 天候：くもり・晴れ 調査者1名

正午の気温が14℃です。あまり冬を感じません。ここ数年で最も暖かい11月

だったせいか、本来は春に咲くホトケノザが開花していました。でも虫の数は先月

よりかなり減りました。水田脇の草むらだけが虫たちでにぎわっていました。

「千石荘」昆虫調査速報（2011年12月）

その他

チョウ類は見ませんでした。虫

の写真をあまり撮れなかったので、

秋を思わせる牛神池の景観と、狂

い咲きしたホトケノザの写真を載

せました。

ウスモンミドリカスミカメ

カネタタキ

ホトケノザ

ハエ目

この時期の水田脇の草むらには、意外に多くの小さなハ

エたちがいます。その中では大きな部類に入るヒゲナガヤ

チバエは、成虫で冬を越します。幼虫は水生で、水田や水

路にすみ、モノアラガイ類などの淡水貝を食べます。普通

種なのに写真がなかったので、白板上で撮影しました。 ヒゲナガヤチバエ

牛神池  

付図７（左上）．千石荘昆虫調査速報（2011 年 10 月） 

付図８（右上）．千石荘昆虫調査速報（2011 年 11 月） 

付図９（左下）．千石荘昆虫調査速報（2011 年 12 月） 


